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腹を上にして泳ぐ               ゲンゴロウ               ミズカマキリ 
 マツモムシ 

ゲンゴロウは、なぜ
みず

水の
なか

中で
いき

息ができるの 

●
く う き

空気のあわを
からだ

体につけている 

 ゲンゴロウは、カブトムシに
ちか

近い
な か ま

仲間ですが、
せ ん ぞ

先祖が
み ず べ

水辺や
すいちゅう

水中でくらすようになり、

それに
あ

合った
からだ

体のしくみになった
むし

虫の一つです。ゲンゴロウは、えらをもっていませんか

ら、
さかな

魚のように
みず

水の
なか

中で
こきゅう

呼吸はできません。だから、ときどき、
すいめん

水面におしりの
さき

先をつき
だ

出

し、
あたら

新しい
く う き

空気を
と

取りこみ、
く う き

空気のあわをおしりの
さき

先につけたまま
すいちゅう

水中で
かつどう

活動します。こ

の
く う き

空気のあわから、
さ ん そ

酸素を
と

取りこんで、
いき

息をしていることになります。ミズスマシも
おな

同じ
ほうほう

方法

です。 

 
すいちゅう

水中でくらす
むし

虫の
な か ま

仲間であるガムシは、
むね

胸の
ところ

所に
は

生えている
け

毛に
く う き

空気をためて、
すいちゅう

水中で

はそれを
つか

使って
い

生きています。 

●
なが

長い
こきゅうかん

呼吸管を
すいめん

水面に
だ

出して
こきゅう

呼吸する
むし

虫もいる  

 ミズカマキリやタガメなどは、おしりの
さき

先にある
なが

長い
こきゅう

呼吸
かん

管の
さき

先を、
すいめん

水面に
だ

出して
こきゅう

呼吸し

ます。ミズスマシのように、
はね

羽の
した

下に
く う き

空気をためていて、それを
り よ う

利用するものもいます。ま

た、マツモムシのように、おなかの
さき

先を
すいめん

水面に
だ

出して
こきゅう

呼吸をし、
ふくめん

腹面の
け

毛にも
く う き

空気をためら

れることから、いつもおなかを
うえ

上にして
およ

泳いでいる、
か

変わりものもいます。 

 ほとんどの
むし

虫が、
たまご

卵は
すいちゅう

水中ではなく、
すいめん

水面に
ちか

近い
みずくさ

水草の
は

葉の
うえ

上や、
すいめん

水面にうかんでいる
しょくぶつ

植物に
う

産みつけます。（監修・中山 周平） 

 

 


